
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《 教 育 目 標 》 

◇心 豊 か な 人 

◇自 ら 学 ぶ 人 

◇健 康 な 人 

『自主自律』の精神 
 

発行 杉並区立西宮中学校 
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コロナ禍とオリパラの夏休みが終わり２学期がスタート    校長  宮崎  宏明  
９月号と言っても２日早いのですが、本日から２学期がスタートします。コロナ禍のため体育

館に全校生徒を集めて一人ひとりのお顔を見ることはできませんでしたが、登校や教室での様子
を見ていると、仲間と再会した喜びや気持ちも新たに頑張ろうとする姿勢が感じられました。 
この夏休み子ども達は、かつてのように外に出て様々な体験をするということは、なかなか難しか

ったかと思いますが、オリパラを見て感動したり、終わりが見えないコロナ禍や相次ぐ自然災害から
考えさせられたりすることも多かったのではないでしょうか。 
 
○感謝の気持ちは困難を乗り越える力の源泉になる 
 オリンピック大会では連日のようなメダルラッシュにわき、日本は過去最高のメダル 
を獲得しました。（金 27・銀 14・銅 17）私自身も選手達がメダルをとった瞬間  
は歓喜しましたし、選手達のそれまでのプレッシャーや苦労を思うと胸が一杯になり 
ました。その後のインタビューではいずれの選手も、これまで支え応援してくれた人だけ 
でなく、コロナ禍の中で大会を開催してくれたことに感謝していました。開催については賛否両論  
ある中、こうした感謝を言わざるを得ない状況があったのかもしれませんが、これまで当たり前のよう
に行われてきたこと、やってもらってきたことが決して当たり前のことではなく、どんなことでも日頃気づ
かない多くの人の努力や献身によって支えられてきているということを、子ども達にも気づいて欲しい
と感じました。そして、どんなことにも感謝しようとする姿勢は、自分自身が幸せであることを気づか
せます。これは安心につながり、子ども達が困難を乗り越えていく力の源泉になると思っています。 
 
○大切なのは失敗を乗り越える強さを身につけること 
 オリパラでは結果がものをいうという厳しい面もあります。特にメダルを取った選手と取れなかった 
選手に対するメディアの扱いの違いは、取れなかった選手に気を遣っている面もあるとは思いますが、
少々露骨に感じることもありました。 
 これには子ども達に間違ったメッセージを送ることにならなければと心配に思うことがあります。 
勉強、スポーツ、習い事、その他の学校生活などで、子ども達は自分の目標をかなえようと一生
懸命努力し、周囲の期待があればそれに応えようします。ところが、何だかんだ言っても結局結果
でしか見られないと感じたら、それは相当なプレッシャーになってしまいます。周囲の期待に応えられ
なかったら自分の存在価値がなくなってしまうと感じてしまうこともあるかもしれません。人が一生成
果を出し続け、ずっと賞賛され続けることはまずあり得ません。取り返しのつかない失敗をしてしまう
ことだってあります。大切なのは失敗したときこそどう乗り越えていくか、それを乗り越えられる力を身
につけることだと思います。 
 期待されていた結果が得られなかった選手の皆さんには、謝罪や落ち込んだ姿を見せるのでは
なく、例えその分野でなくても、こうして乗り越えたという姿を見せて欲しいし、大きな失敗しても絶
対大丈夫なんだというメッセージを送って欲しいと願っています。 
 西宮中では、２学期も絶対に学びを止めないという決意をもって、子ども達に感謝の心や困難
に負けない強さなど、西宮ブランドの根底をなす資質・能力の育成に努めてまいります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

○新型コロナウィルス感染予防に一層ご協力ください（感染力の高いデルタ株への配慮を） 
 ご家庭では日々の検温など健康観察を励行され、お子様自身やご家族に発熱等がある場合
は早めに学校を休ませてください。お子様やご家族が感染した場合は必ずご連絡ください。感染
がなくても濃厚接触者になると約２週間自宅待機となり、修学旅行等に参加できない場合も
あります。また、他のお子様やご家族にも影響を与えてしまう可能性があることにご留意ください。 

○お子様の様子が気になるときは学校等にご相談ください 
 長期休業明けは子どもの気持ちが不安定になりがちです。少しでも気になることがありましたら 
できるだけ速やかにまずは学校、そうでなければその他の相談機関にご相談ください。 



 

 

７月１日、２日に２年生を対象とした出前授業 

が行われました。今回は安全面を考慮し、男女別 

に分かれた少人数授業での実施となりました。 

普段の授業ではなかなか取り扱うことのできない 

素材を用いた実験ということもあり、１人１人が 

目を輝かせながら意欲的に取り組んでいました。 

実際に自分で体験し、学習することの大切さを学 

んだ１日でした。２学期も安全に気をつけながら 

しっかりと学習に取り組んでいきましょう。 

                           （理科 ２年：中山）     

 
薬  

 

７月３日（土）３校時に、３年生を対象とした薬

物乱用防止教室がオンラインで行われました。 

講師の吉橋様・里見様（杉並の子どもを

薬物からまもる会）からは、薬物について

の正しい理解、薬物に手を染めさせないと

いう観点からお話をいただきました。  

そして山口様（東京ダルク職員）からは

自分の実体験を紹介していただきました。  

話は衝撃的であり、不幸のどん底へと落と

し入れる薬物については、生徒の胸にも突

き刺さりました。  

 最後に３年生を代表して、３年 A 組の徳長さんからお礼の言葉がありました。  

（生活指導部 ３年：高橋） 

 

 

 

 

 今年の 3 月２１日（日）～２６日（金）に行われた杉並区中学生小笠原自然体験交流

へ、本校生徒が参加し、その成果報告会を７月２０日（火）に全校に向けて行いました。 

 小笠原諸島の説明、自然環境や産業、ビーチクリーンを  

通しての体験や、環境保護の取り組み、外来種や野猫の説  

明など、現地で学んだ内容を、わかりやすく説明していま  

した。  

生徒一人一人の、環境に対しての関心を高める報告でした。  

（理科 ３年：我妻） 



 

 

 7 月４日（日）の杉並区中学生  

レスキュー隊発足式に、西宮中か  

ら３名の隊員が参加しました。式  

の後は各学校の隊員とともに合同  

訓練を行いました。車いす操作訓  

練、ガス復旧訓練、AED 操作訓  

練、応急処置訓練、災害への備え  

についてのお話を聴くなど、どの  

訓練にも真剣に取り組んでいまし  

た。様々な方に協力をしていただ  

き充実した訓練となりました。今  

後も様々な活動を通して、防災に  

ついての意識を高める機会として  

いきます。          

         （１年：田中） 

 

 

 

「みんなの声をアスリートに届けよう！」という 

大会参画関連事業に、生徒会役員と3年生の有志 

が参加しました。 

 オリンピック観戦は残念ながらできませんでした 

が、時間の無い中、生徒会役員のエネルギーにより 

心をこめた応援動画を送ることができました。参加 

した３年生も、協力してくれてありがとう。 

（生徒会担当 ２年：石川） 

 

 

 

今年も夏休みの期間に、学力向上や基礎学力の定着をねらいとするパワーアップ教

室が開設されました。今年度は国語・数学・英語の３教科で、３日間で行い、生徒た

ちはしっかり集中して課題に取り組んでいました。  

生徒にとっては、とても有意義に過ごせた時間だと思います。２学期から良いスタ

ートを切れると思います。  

                              （進路学習部 １年：秋山）                                      

 



 

 

新人大会は出場が決まっていたものの、新型コロナ 

ウイルス感染症に伴い、大会自体が中止になったため 

選手にとっては、待ちに待った都大会の舞台でした。 

3 年生を中心に、最後の最後まで本当によく頑張りま 

した。西宮中学校バスケットボール部の新たな伝統と 

歴史をつくってくれた３年生に感謝します。 

１回戦 ＶＳ 調布三中 ５０対４０で勝利 

２回戦 ＶＳ 緑野中  ５８対４３で勝利 

３回戦 ＶＳ 谷原中  ３３対３８で敗退 

東京都ベスト１６進出！  

（バスケットボール部顧問：石川） 

 

男子バスケットボール部が 

 

 8 月６日（金）、府中の森芸術劇場ウィーンホールにて行われた吹奏楽コンクールに参加し、

銀賞をいただきました。 

 今回のコンクールは緊急事態宣言中のため、無観客でライブ配信される、という初めての試み

となりました。演奏曲は「インカンテーションズ（呪文）」という、躍動感あふれるダイナミック

な作品です。コロナ禍で様々な制限があり、なかなか思

うような練習ができず、6 月になってようやく合奏練習

を始めました。個人練習の期間が長かった分、合奏では

心を合わせて演奏することの大切さや難しさ実感する

日々でした。本番では、皆で精一杯の演奏をすることが

できました。 

今はコロナ禍で演奏の機会が減ってしまいましたが、

これからも音楽ができることに感謝し、練習に励んでい

きたいと思います。 

（吹奏楽部顧問：伊勢） 

 
《９月の主な行事予定》        
 

○ １日（水）第Ⅱ期時間割 始                 

○ ２日（木）中央議会 朝学習(英)始 

○ ３日（金）避難訓練        

○ ６日（月）生徒会朝礼 

○ ７日（火）都学力調査(3年)         

○ ８日（水）都学力調査(２年) 

       小中一貫教育研修会(⑤カット)       

○ ９日（木）都学力調査(１年)朝学習(英)終 

○１０日（金）生徒会役員選挙 朝学習(国)始        

○１３日（月）全校朝礼 安全指導 

       アフタースクール・スタディ 始 

○１４日（火）修学旅行前健康相談(３年) 

○１７日（金）朝学習(国)終 

 

 

○１８日（土）アフタースクール・スタディ 終  

○２０日（月）敬老の日 

○２１日（火）第２回定期考査 

       （①数学 ②英語 ③社会） 

○２２日（水）第２回定期考査 

       （①理科 ②国語） 

○２３日（木）秋分の日 

○２４日（金）領域別診断テスト(３年) 

○２５日（土）土曜授業日（③まで）     

       誕生学(１年) 

       英語スピーキングテスト確認 

       プレテスト(３年) 

○２７日（月）生き方学習(２年) 

○３０日（木）修学旅行(３年) 始  

      


